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論文内容の要旨
Bronchioloalveolar carcinoma (BAC) は肺腺癌の異型分類の一つで、あり、その粘液産生および繊維化の有無から、
mucinous type, non-mucinous type, sclerosing type の各 subtype に分類される。 sclerosing type は papillary
adenocarcinoma との異同が問題となっており、古典的な肺胞上皮癌は大きく mucinous type と non-mucmous
type の 2 種類に分けられる。さらにその細胞起源より non-mucinous type は 2 型肺胞上皮細胞型及び Clara cel 
type に分類され、 mucinous type はその由来する細胞から goblet cel type とも呼ばれている。悪性度は各 subtype
によって異なり、それぞれ、病理組織学的に特徴を有している。それ故に CT 像においてもそれぞれが特徴的な所見
を持つことが容易に想像できる。また、予後についても各 subtype によって異なり、その 5 年生存率には、有意な
差が認められるとする報告もある。
そこで、今回の検討の目的は BAC の各 subtype における CT 像の特徴を明らかにし、その病理学的な成り立ちを
解明することである。
【方法並びに成績】
手術が行われた BAC の 18症例について、(1)腫蕩の内部の性状(スリガラス状陰影、 consolidation、 2 重構造、ス
リガラス状陰影内の点状構造、 cavity の有無、細気管支の透亮像、浸潤影の中に小さな air-density を複数伴ういわ
ゆる bubblelike appearance、 (2)辺縁の性状(境界、 spiculation、 pleural indentation) 、 (3)周囲の陰影(周辺の小
葉中心性の粒状影・分岐状構造、小葉間隔壁様の肥厚像)、 (4)縦隔条件でのHRCT所見 (angiogram signなど)につ
いて検討した。また、手術によって得られた標本は、滑面を肉眼及び実体顕微鏡にて観察し、さらに H-E 染色及び
EVG 染色にて標本を作製し、 CT 像と 1 対 l に対比した。各サプタイプの CT 像の違いを評価する統計学的解析法
としては Kruskal-Wallis test を用いた。
各サプタイプの所見は、以下の通りであった。すなわち、 2 型肺胞上皮細胞型では、全例スリガラス状陰影を主体
としており、内部に細気管支の透亮像(100%) を伴っていた。また、 4 例中 3 例 (75%) に pleural indentation が
認められた。 Clara cel type では、全例均等影ないし結節影を示し、縦隔条件にても全例濃厚な均等影ないし結節
影を示した。内部にはやはり細気管支の透亮像 (75%) を伴っていた。また、 3 例 (75%) では均等影ないし結節影
の周囲に小葉中心性の分岐状陰影を伴っていた。 Goblet cel type では、やはり全例均等影を示したが内部に細かい
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air-density が認められた。また、細気管支透亮像 (80%) や bubble like appearance (70%) が高頻度に認められ
.,.. 
，....。
次に所見と病理像との対比については以下の通りであった。 2 型肺胞上皮細胞型では、スリガラス状陰影に対応す
る部分は、含気を保ちながら軽度に肥厚した胞隔に沿って腫蕩細胞が進展した像に対応し、内部の比較的濃厚な部分
は、線維化に相当していた。 Clara cel type では、均等影に相当する部分には、腫蕩細胞が均一に高密度に乳頭状
に増殖しており、相対的に含気が低下していた。また、周囲の小葉中心性の分岐状陰影に相当する部分は、気管支上
皮に置き換わって腫蕩細胞が進展している部分に対応していた。 Goblet cel type では、腫蕩細胞は比較的粗な分布
を示し、肺胞腔内に粘液が多量に認められたが比較的含気は保たれていた。
【総括】
以上から、 goblet cel type は bubble like appearance を伴う均等影や air bronchiologram、 Clara cel type は限
局性の浸潤影や腫癌影、周囲には小葉中心性陰影が、また、 2 型肺胞上皮癌では air bronchiologram を伴ったすり
ガラス状陰影が特徴的であった。これらの所見を考慮すると、予後の違う上記の 3 type を、 CT にて鑑別できる可能
性があると考えられる。
論文審査の結果の要旨
審査対象の主論文は、肺腺癌の亜型分類の一つである bronchioloalveolar carcinoma (BAC) について CT 画像と
病理像の対比を行い、 CT 画像の各所見の病理学的な成り立ちを解明した研究であるo
BAC は、 2 型肺胞上皮細胞型、 Clara cel type、 Goblet cel type などの各 subtype に分かれており、それぞれ病
理学的に特徴的な差異を有しており、臨床上も予後がそれぞれ異なっているo また、背景として昨今、医療機器の発
達に伴い、簡便に CT 画像が得られるようになってきた。これにより、肺癌検診においても CT 検診を導入しようと
いう動きが出てきている。実際 CT 検診の現場では、 BAC のような特徴を持つ小型の肺腫癌が数多く発見されるよ
うになってきており、これら小型肺腫癌の良悪の鑑別や、予後の予測・判断などが求められるようになってきた。
主論文では、各 subtype の CT 画像所見の差異および病理学的な成り立ちとの関係を初めて明らかにしたもので、
上記の小型肺腫癌の特徴をつかむ上で貴重な基礎データとなりうる、臨床的にも有用な研究である o
よって、学位の授与に値するものと考えられる。
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